
日経新聞 2 月 1 日 
 
高額療養費制「見直しを」 がん患者支援団体が厚労省に 
 慢性骨髄性白血病などの血液がん患者を支援する特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）「血

液情報広場・つばさ」（東京）は 31 日、所得などに応じて医療費の患者負担に上限を設け

る「高額療養費制度」について、所得の一般区分を見直すよう求めた要望書を厚生労働省

に提出した。 
 
 要望書は、高額療養費制度の一般区分は年間 200 万～700 万円台の幅広い所得層が対象

となり、多数が上限として支払う月額４万 4400 円が低所得層にとって重い一律負担になっ

ていると指摘。がん患者が費用を理由に治療を断念することがないよう改定を訴えている。 


